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おしらせ版
5月 の業務時間延長日
5/2,9,1

●共公民館燿躊潔●
● 1階ロビー

美術コーナー①  4月 に弓|き続き5月 31日 まで

鈴木寿翁さんの季節写真を展示します。

美術コーナー②  5月 1日 ～6月 30日 まで

「御殿鞠」を展示します。
高玉手まりの会の皆さんの作品です。

代表 金田清子さん

●1階フロアー

す「0顔ゆ」
石沢柳峰さんの書です。

17年度の展示作品の募集

中央公民館に作品を展示してみませんが P
中央公民館では、美術コーナーや文化実習室等に作品を展示していただけるかたを募集しています。個人でもグ

ループでもどなたでも結構です。展示してみたいと思うかたは、ぜひ一度ご連絡<ださい。

た<さんのあ申込みをお待ちしています。

■申込・問い合わせ 中央公民館 (885-6143)

●鮎貝郵便局ロビー

「干支の木目込み人形・木

彫 りと和紙人形展」

長谷部いせさん (高玉 )

塩川澄子さん (高玉)

(5月 31日 まで)

●鮎貝地区公民館ギャラリー

「深山和紙作品展」
今 トミ子さん條占員 )

(4月 30日 まで)

「俳画教室作品展」
土屋香澄さん條占貝)

(5月 1日 から31日 まで)NO.919



●
農
業
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
　
５
月
の
農
業
委
員
会
総
会
は
５
月
２５
日

（水
）
で
す
。
農
地
法
関
係

■
問
い
合
わ
せ
　
由辰
業
委
員
会
農
地
調
整
係

（８
８５
‐
６
１
２
８
）

ま
ぁ

。
ど
ん
な
レ
ス
ト
ラ
ン

（雪
部

１
６
１
４
０
）

代
表
　
佐
藤
洋

Ｆ́

（８
８５
‐
６
１
４

０
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

成
人
式
の
ご
案
内
と
実
行

委
員
の
募
集

今
年
度
の
成
人
式
が
左
記
の
と
お

り
開
催
さ
れ
ま
す
。
郷
Ｌ
を
離
れ
て

い
る
皆
さ
ん
に
も
、
ご
家
族

の
か
た

か
ら
、

日
程
に
つ
い
て
今
か
ら
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、

例
年
、

成
人
式
の
後
、

成

人
者

の
皆
さ
ん
の
企
画
運
営
に
よ
り

成
人
祭
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ

の
成
人
祭
の
実
行
委
員
を
募
集
し
ま

す
。
思
い
出
に
残
る
成
人
祭
を
皆
さ

ん
の
■
で
作

っ
て
い
き
ま
し
よ
う
。

６
月
中
に
第
１
回
の
実
行
委
員
会
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
お
申
し

込
み
時
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

▼
成
人
式
の
概
要

〇
同
時
　
８
月
１５
日

（月
）
午
前

Ю
時○

会
場
　
パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
白
鷹

○
対
象
　
昭
和
”
年
４
月
２
日
生

か
ら
昭
和

“
年
４
月
１
日
生
ま
で
の

か
た

（平
成
Ｈ
年
度
束

・
西
中
学
校

卒
業
者
と
平
成

１７
年
６
月
ｌ
Ｈ
現
在

白
鷹
町
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
か

た
に
は
、

詳
細
に

つ
い
て
往
復
は
が

き
で
７
月
Ｌ
句
に
ご
案
内
し
ま
す
。
）

▼
実
行
委
員
募
集
し
め
き
り
　
５
月

‐６
Ｈ

（月
）

■
中
込

・
問
い
合
わ
せ
　
生
涯
学
習

・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係
　
担
当
　
芳
賀

（四
％
１
６
１
４
７
）

ヤ
ナ
開
き
ま
つ
り
の
ご
案
内

▼
い
つ
　
４
月
”
Ｈ

（金
）
～
５
日

５
Ｈ

（木
）

▼
ど
こ
で
　
白
鷹
町
ヤ
ナ
公
園

▼
内
容
　
５
月
３
日

（火
）

・
４
Ｈ

（水
）

・
５
日

（木
）

・
花

の
プ
レ
ゼ

ン
ト

・
魚
の
つ
か
み
ど
り

・
山
菜
汁

の
ふ
る
ま
い

。
徳
内
ば
や
し
舞
踊

（３
Ｈ
）

・
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン

（４
Ｈ
）

・
じ

ゃ
ん
け
ん
大
会

（５
日
）

。
最
上
川
に
か
か
る
こ
い
の
ぼ
り

（５
月
鉤
日
ま
で
）

■
問
い
合
わ
せ
　
あ
ゆ
茶
屋

（雪
錦

１
５
５
７
７
）

今
年
も

「ま
ぁ

・
ど
ん
な
レ
ス

ト
ラ
ン
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す

４
月
即
日

（金
）
か
ら
５
月
８
日

（日
）

の
連
体
中
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン

を
オ
ー
プ

ン
し
ま
す
。

今
年
の
連
体
は
、

ス
キ
ー
場
の
ま

わ
り
の
存
を
満
喫
し
て
く
だ
さ
い
。

桜
あ
り
、

つ
く
し
あ
り
、

ふ
き
の
と

う
あ
り
、

水
芭
蕉
あ
り
、

山
菜
あ
り

で
、

た

っ
ぶ
り
時
間
を
か
け
て
楽
し

ん
で
く
だ
さ
い
。
そ
の
あ
と
は
、

お

い
し
い
お
に
ぎ
り
、

な
じ
ょ
な
べ
、

漬
け
も
の
で
お
休
み
く
だ
さ
い
。

人
気
が
良
け
れ
ば

い
う
こ
と
な
し
。

ご
来
店
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼
場
所
　
白
鷹

ス
キ
ー
セ
ン
タ
ー
内

■
予
約

・
問
い
合
わ
せ

建
設
水
道
課
か
ら
の
お
知

ら

せ

▼
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
に
つ
い
て

冬
期
間
休

――‐
し
て
い
た
メ
ー
タ
ー

検
針
業
務
を
５
月
１
日
か
ら
再
開
し

ま
す
。

次

の
こ
と
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

・
メ
ー
タ
ー
ボ

ッ
ク
ス
の
１．
に
物
を

置
か
な
い
。

・
メ
ー
タ
ー
ボ

ツ
ク
ス
川
辺
に
人
を

つ
な
い
で
お
か
な
い
。

▼
上
ド
水
道
料

の
冬
期
精
算
に
つ
い

て
１
月
請
求
分
か
ら
４
月
請
求
分
は

‐２
月
検
針
の
水
量
で
算
出
し
た
金
額

（推
定
料
金
）
で
納
め
て
い
た
だ

い

て
お
り
ま
す

の
で
、

５
月

の
検
針

（５
月
請
求
分
）
で
算
出
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
な
お
、

還
付
金
が
発

生
し
た
場
合
は
、

６
月
請
求
分
に
充

当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご

ｒ
承
く
だ
さ
い
。

■
聞
い
合
わ
せ
　
建
設
水
道
課
水
道

係

（Ｂ
絲
１
６
１
３
７
）

平

成

１７

年

度

の

白

鷹

町

建

設

工

事

入

札

参

加

審

査

基

準

及

び

格

付

表

（
白

鷹

町

内

業

者

の

み

）

の

公

表

を

行

い

ま

す

▼
格
付
を
す
る
建
設
工
事
の
種
類

①
ｌ‐
木
ェ
事

＾
式

②
建
築
工
事

．
式

▼
い
つ
　
４
月
Ｘ
日

（木
）
～
５
月

２７
日

（金
）

（―‐
日
祝
Ｈ
除
く
）

▼
ど

こ
で
　
建
設
水
道
課

（役
場
分

庁
合
内
）

■
問
い
合
わ
せ
　
建
設
水
道
課
管
理

●

の
申
請
し
め
き
り
は
５
月
１０
日

（火
）
で
す
。

係

（困
“
１
６
１
４
０
）

平
成

１８
年
度

山

形

国

民
健

康

保
険

団
体

連
合

会

職

員
募

集

及
び

採

用
試
験

の
ご

案

内
（
金

）

～

▼
時

――１１
　
年
前

９
時
～
午
後

４
時

試
験
概
要

▼
職
種
　
国
民
健
康
保
険
関
係
及
び

介
護
保
険
関
係
事
務

▼
受
験
資
格
　
昭
和
％
年
４
月
２
日

～
昭
和
“
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
か
た
　
た
だ
し
、

身
体
に
軽
度

の
傷
害
を
持

つ
Ｆ
に
限
る

（重
度
の

身
体
障
害
者
及
び
知
的
障
害
者
は
除

く
）

▼
試
験
Ｈ
時
　
第

一
次
試
験
　
６
月

２６
Ｈ

（日
）
午
後

（予
定
）

▼
試
験
会
場
　
山
形
市
内
を
予
定

■
問
い
合
わ
せ
　
山
形
国
民
健
康
保

険
団
体
連
合
会
総
務
課

（８
０
２
３

▼
受
付
期
間

６
月
５
日

斗

登

　

ヽ
丁

バ

ヒ

う

３

数

又

惑

隼

円

調

　

車

両

女

告

彗

Ｄ

２

か

の

１

【5月 の学校給食献立表】

ちょうりじょうゆうびん
～おしらせ版～

2日 はこどものH献 、1です。行事にちなんだ「さわら」と「たけのこ」を使っ

た料理です。料理に込められた願いを知らせ、 日本の食文化を大切にする心を養
うことをねらいとしています。

置賜地方の春の味覚のひとつ「おかひじき」は、形が海藻のひじきに似ている
ことから、陸 (おか)の ひじきという意味の名前になりました。そもそも海岸に

自4iし ているものが、なぜ海岸から遠い内陸の置賜地方で栽培されるようになっ

たかは明らかになっていないのだそうです。

桑とお蚕様の歴史のある自鷹町で、特産物として知名度が上がりつつある「桑
の葉パウダー」。これを使って学校給食用の食材が作れないものかと、あるメー

カーに提案し、ついに「桑の葉パウダー人リハーブチキン」が完成しました。今
月30日 に登場します。バジルと桑パウダーのグリーンが目新しい商品の誕生です。

そのほかに、夏ごろ完成予定の桑の葉パウダー入リプリンも開発中。栄養価やそ
の生埋作用も注日さオ1る 桑の葉パウダーだけに、向鷹町の学校給食からも発信で

きればいいなと思つています。

今月のおらほの食材
おかひじき、ほうれん車、キャベツ、きゅうり、ミニトマト、米、桑の葉パウダー

●こどもの日献立● たけのここはん さわらの照焼
香和え すま し汁  カーブゼ リー

ハヤシライス カミカミサラグ たこナゲット
ヨーグル ト

かおりごはん 自花豆のコロッケ ほうれん草と切干大根のごま和え
厚揚げのみそ汁 ハイ |チーズ

ごはん ほっけのマヨネーズ焼き おかひじきのおひたし
白玉スーブ

ナン スパイシーチキン カラフルサラダ
コーン入たまごスープ プリン

そほろどんぶり しらすとコーンのナムル
もやしのみそ汁

甘塩 ます わかめの酢の物

コッペバン オムレツ キャベツとコーンのごまドレサラタ
バンプキンスープ

ぎょうざ 肉じゃが えび入卵スープ ち、りかけ

ごはん さばのみそ煮 きんびらごぼう にら玉汁
サンフルーツ

しらすわかめごはん ちくわの磯辺揚げ 切干大根煮
沢煮椀 ミニ トマ ト

こはん 豚の生姜焼  ささかま入 りおひた し

えのきと大根のみそ汁

ごはん  自身魚の野菜あんかけ 調理場 の さっば り漬 け

春雨スープ の り佃煮

食バン ツナサンド ほうれん草のミモザ風ソテー
コンソメスーブ はちみつレモンゼリー

わかめこはん とり肉生妥風味揚け
ほうれん草ともやしのおひたし 里芋汁

ミニ トマ ト

シューマイ 筑前煮  なめこのみそ汁 な つとう

ごはん 桑パ ウダー入 リハ ーブチキ ン

野菜 レモ ン しょうゆ和え 具だ くさん汁

ポークカレー フルーツヨーグル ト 海藻サラタ

*都 合により献立を変 l_す る場合があります。ごr承 くださぃ



ご存じですか?福祉サービス
平成17年度白鷹町福祉事業のご案内

(介護保険サービスを除く)

「
場
”
　
ｒ
ｒ

ラ
「
ｌ
ｔ

，
ろ
ｌ
ν

■
予
約

・
問
い
合
わ
せ

■ リ
lllJ  r

t｀  l'

オ)

せ

重
度
障
害
者
介
護
者
激
励
金

６５
歳
以
下
の
重
度
障
害
者

（
一

部
該
当
し
な
い
障
害
が
あ
り
ま
す
）

を
介
護
し
て
い
る
か
た
に
対
し
、

介
護
者
激
励
金
を
支
給
し
ま
す
。

条
件
　
身
体
障
害
者
手
帳
１
、
２

級
又
は
療
育
手
帳
Ａ
所
有
の
２０
歳

以
上
在
宅
の
介
護
者

給
付
　
２
万
６
０
０
０
円

身
体

障
害
者

更
生

医
療
給

付

事
業更

生
医
療
費
を
給
付
し
、
福
祉

の
増
進
を
図
り
ま
す
。

条
件
　
当
該
身
体
障
害
の
治
療
に

対
す
る
医
療

給
付
　
医
療
保
険
の
個
人
負
担
分

の

一
部
を
給
付

料
金
　
町
民
税
所
得
税
に
応
じ
て

障
害
者
支
援
費
支
給

事
業

障
害
者
の
施
設
利
用
、
居
宅
生

活
を
支
援
し
ま
す
。

・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

（短
期
人
所
）

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム

（知
的
の
み
）

条
件
　
６５
歳
未
満
の
身
体
障
害
者

手
帳
又
は
療
育
手
帳
所
有
の
在
宅

者
で
支
援
及
び
指
導
が
必
要
な
か

た

料
金

　

（町
が
定
め
る
徴
収
基
準

に
よ
る
）
利
用
者

が
２０
歳

以
上

の

時
は
本
人

の
収
入
、
利
用
者

が
２０

歳
未
満

の
時
は
扶
養
義
務
者

の
所

得
税
に
応
じ
て

心
身
障
害
者
福
祉

タ
ク
シ
ー

利

用
等
事
業

タ
ク
シ
ー
料
金
の

一
部
を
助
成

し
ま
す
。

条
件

。
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
３
級
の

か
た

（た
だ
し
、
下
肢
機
能
障
害

は
１
～
４
級
の
か
た
）

。
療
育
手
帳
Ａ
、
Ｂ
の
か
た

。
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

～
２
級
の
か
た

利
用
　
年
間
福
祉
タ
ク
シ
ー
券

（５
４
０
円
１５
枚
綴
）
を
１
冊
交

付
。
腎
臓
障
害
で
透
析
の
た
め
通

院
の
か
た
は
２
冊
。

自
動
車
燃
料
費

助
成

自
動
車
燃
料
費
の

一
部
を
助
成

し
ま
す
。

条
件

。
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
で
、

腎
臓
障
害
で
透
析
の
た
め
通
院
さ

れ
て
い
る
か
た

利
用
　
年
間
自
動
車
燃
料
費
助
成

券

（５
０
０
円
２０
枚
綴
）
を
１
冊

交
付

０

重
度
身
体
障
害
者

日
常
生
活

用
具
給

付
事
業

障
害
者
が
家
庭
生
活
を
営
む
う

え
で
の
不
便
を
解
消
し
、
自
立
し

た
生
活
を
支
援
し
ま
す
。

条
件
　
身
体
障
害
者
手
帳
所
有
の

か
た

利
用
　
ベ
ッ
ド
、
浴
槽
、
湯
沸
器
、

便
器
、
手
す
り
、
住
宅
改
修
費
給

付
等

料
金
　
町
民
税
所
得
税
に
応
じ
て

障
害
児
、
知
的
障
害
者

日
常

生
活

用
具
給

付
事
業

障
害
児
者
が
家
庭
生
活
を
営
む

う
え
で
の
不
便
を
解
消
し
、
自
立

し
た
生
活
を
支
援
し
ま
す
。

条
件
　
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育

手
帳
所
有
の
か
た
等

利
用
　
ベ
ッ
ド
、
浴
槽
、
湯
沸
器
、

便
器
、
手
す
り
、
電
磁
調
理
器
等

料
金
　
町
民
税
所
得
税
に
応
じ
て

重
度
身
体
障
害
者
介
護
車

両

改
造
費
支
給

事
業

車
椅
子
等
の
障
害
者
を
介
護
者

の
車
両
に
乗
ら
れ
る
よ
う
に
、
市

両
を
改
造
す
る
場
合
、
こ
れ
を
支

援
し
ま
す
。

条
件
　
身
体
障
害
者
手
帳
所
有
の

か
た
で
次
に
該
当
す
る
か
た
等

・

下
肢
障
害
が
１
～
２
級
の
か
た
、

体
幹
障
害
が
１
～
３
級
の
か
た

利

用
　
車

両
改
造
費

の
２
分

の
１

で
、

補
助
額

２０
万
円
限
度

身

障
者
、
身
障
児
補
装
具
給

付
事
業

障
害
者
が
家
庭
生
活
を
営
む
う

え
で
の
不
便
を
解
消
し
、
自
立
し

た
生
活
を
支
援
し
ま
す
。

条
件
　
身
体
障
害
者
手
帳
所
有
の

か
た
で
障
害
に
よ
り
必
要
な
か
た

利
用
　
必
要
な
補
装
具
を
支
給

料
金
　
町
民
税
所
得
税
に
応
じ
て

精
神
障
害
者

居
宅
生
活
支
援

事
業精

神
障
害
者
の
在
宅

（居
宅
）

生
活
を
支
援
し
ま
す
。

。
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

（短
期
人
所
）

条
件
　
精
神
保
健
福
祉
手
帳
所
持

及
び
精
神
障
害
を
支
給
事
由
と
す

る
障
害
年
金
を
受
給
し
て
い
る
在

宅
者
で
支
援
が
必
要
な
か
た

料
金

　

（町
が
定
め
る
徴
収
基
準

に
よ
る
）
生
計
中
心
者
の
所
得
税

に
応
じ
て

＊
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

（短
期
入
所
）

に
つ
い
て
は
利
用
で
き
る
ベ
ッ
ト

数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
早
め
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

精
神
障
害
者
医
療
費
助
成
事
業

精
神
障
害
者
の
人
院
医
療
費
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

建設水道
課管
理　一　日聞但出徊飾総枷
調

√
―
―
たＰ
に
け
協
極
Ｌ
Ｅ
崚



条
件
　
自
鷹
町
に
住
所
を
有
し
、

原
則
と
し
て
前
年
度
町
民
税
非
課

税
世
帯
の
か
た
で
精
神
疾
患
等
で

入
院
治
療
を
し
た
か
た

料
金
　
医
療
費
の
自
己
負
担
額
の

３
分
の
１
と
す
る
。
但
し
、
１
カ

月
の
自
己
負
担
額
の
最
低
限
度
を

３
０
０
０
円
と
す
る
。

高
齢
者
が
要
介
護
状
態
に
陥

っ

た
り
、
状
態
が
悪
化
す
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
す
る
予
防
施
策
や
自

立
し
た
生
活
を
確
保
す
る
た
め
に

必
要
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

①
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

（生

活
管
理
指
導
員
派
遣
事
業
）

条
件
　
６０
歳
以
上
で
介
護
保
険
に

該
当
し
な
い
か
た
で
、
日
常
生
活

で
支
援
及
び
指
導
が
必
要
な
か
た

利
用
　
家
事
援
助
、　
一
週
間
２
回

以
内
で
１
回
２
時
間
未
満

料
金
　
介
護
保
険
制
度
と
同
じ
１

割
負
担

②
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

（生
き
が
い
活

動
通
所
事
業
、
送
迎
事
業
）

条
件
　
６５
歳
以
上
で
介
護
保
険
に

該
当
し
な
い
か
た

利
用
　
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
間

で
概
ね
１
回
、
午
前
１０
時
か
ら
午

後
３
時
ま
で

料
金
　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ー
日
５
０

０
円
、
送
迎
事
業
１
日
２
０
０
円

場
所
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

③
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

（生
活
管
理

指
導
短
期
宿
泊
事
業
）

条
件
　
６０
歳
以
上
で
介
護
保
険
に

該
当
し
な
い
か
た
で
、
生
活
支
援

及
び
指
導
が
必
要
な
か
た
。
介
護

者
が
冠
婚
葬
祭
等
の
と
き
な
ど

利
用
　
１
カ
月
７
日
間
以
内

料
金
　
１
日
あ
た
り
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
２
０
０
０
円
　
老
人

保
健
施
設
２
５
０
０
円

④
寝
具
洗
濯
乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス

条
件
　
寝
た
き
り
老
人
、
単
身
老

人

（年
２
回
以
内
）

利
用
　
寝
具
３
点
な
ど

（
マ
ッ
ト

レ
ス
な
ど
）
を
自
宅
に
訪
問
し
て

運
搬
、
洗
濯
乾
燥
消
毒
、
配
達

料
金
　
か
か

っ
た
料
金
の
半
額

⑤
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

概
ね
週
１
回

一
人
暮
ら
し
老
人

ま
た
は
老
人
夫
婦
世
帯
に
配
食

料
金
　
１
回
２
０
０
円

家
族
介
護
教
室
事
業

在
宅
で
老
人
の
介
護
を
し
て
い

る
人
の
教
室

高
齢
者
寿
賀
祝
品
支
給
事
業

長
寿
を
祝
福
し
祝
品
を
支
給
し

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
た
き
り
老
人
等
に
対
し
介
護

条
件
　
数
え
７７
歳
、

８８
歳
、

９９
歳
、

用
品
を
支
給
し
ま
す
。

１
０
０
歳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
条
件
　
介
護
保
険
の
介
護
度
４
、

給
付
　
７７
歳
、
朋
歳
は
町
の
賀
詞

　

５
で
町
民
税
非
課
税
世
帯
の
か
た

。
祝
品
、

９９
歳
は
県
の
賀
詞

・
祝

　

給
付
　
現
物

（お
む
つ
、
清
拭
用

¢１

６
２
３
１

７
５
４
０
）

０

６
４
２
１
２
０
２
１
）
ま
た
は
ハ
ロ
　
一　
②
置
賜
総
合
支
庁
西
庁
舎

（長
井
市
二
　
②
夫
婦
と
も
ま
た
は
夫
婦

の
い
ず
れ

品
及
び
町
の
祝
品

（敬
老
会
で
支

給
）
、
１
月
１
日
で
数
え
１
０
０

歳
の
か
た
に
３
万
円

（施
設
入
所

者
１
万
円
）
を
支
給

ね
た
き
り
老

人
介
護
者
激
励

金
支
給

事
業

ね
た
き
り
老
人
を
介
護
し
て
い

る
か
た
に
対
し
、
介
護
者
激
励
金

を
支
給
し
ま
す
。

条
件
　
６
カ
月
以
上
の
在
宅
の
介

護
者

給
付
　
２
万
６
０
０
０
円

お
む

つ
支
給

事
業

常
時
失
禁
状
態
に
あ
る
ね
た
き

り
老
人
等
に
対
し
お
む
つ
を
支
給

し
ま
す
。

条
件
　
世
帯

の
収
入
額
合
計
が

（９０
万
円
×
１８
歳
以
Ｌ
の
障
帯
員

数
十
５
０
０
万
円
）
以
下
で
、

６５

歳
以
Ｌ
か
つ
３
カ
月
以
上
の
在
宅

の
ね
た
き
り
老
人
等
で
要
介
護
度

３
以
卜
の
か
た

（人
院
中
は
該
当

し
ま
せ
ん
）

給
付
　
現
物

（１
カ
月
あ
た
り
４

０
０
０
円
相
当
以
内
）

家
族
介
護

用
品
支
給

事
業

品
等
、
１
カ
月
あ
た
り
４
０
０
０

円
相
当
以
内
）

老
人
家
庭
除

雪
費
支
給

事
業

自
力
で
雪
下
ろ
し
で
き
な
い
か

た
に
対
し
、
除
雪
費
を
支
給
し
ま

す
。

条
件
　
住
民
税
非
課
税
世
帯
で

一

人
暮
ら
し
老
人
世
帯
ま
た
は
こ
れ

に
準
ず
る
世
帯

利
用
　
屋
根
の
雪
下
ろ
し
　
１
回

当
り
８
１
０
０
円
以
内
で
年
２
回

以
内

老

人
世
帯
等
除

雪
支
援
事
業

自
力
で
除
雪
で
き
な
い
６５
歳
以

Ｌ
の
老
人
の
み
、
生
活
通
路
の
除

雪
支
援
を
行
い
ま
す
。

内
容
　
出
入
り
回
の
確
保
の
た
め
、

人
的
除
雪
支
援
を
行
い
ま
す
。

緊
急

通
報

サ
ー
ビ

ス
事
業

．
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
等
が
急

病
や
災
害
等
の
緊
急
時
に
、
ご
く

簡
単
な
操
作
で
受
信
セ
ン
タ
ー
に

通
報
す
る
こ
と
の
で
き
る
機
器
の

設
置
を
行
い
ま
す
。

条
件
　
）早
身
老
人
世
帯
又
は
６５
歳

以
上
の
老
人
の
み
世
帯
、
又
は
こ

れ
に
準
ず
る
Ｌ
帯

利
用
料
　
１
カ
月
５
２
５
円

介
護
保
険
に
お
け
る
低
所
得

利
用
者
負
担
対
策

介
護
保
険
に
お
い
て
、
利
用
者

負
担
金
が
所
得
に
関
係
な
く

＾
律

に
な

っ
た
の
に
伴
い
、
相
対
的
に

低
所
得
者
の
負
担
が
増
え
た
こ
と

に
よ
り
、
生
活
困
難
に
な
る
の
を

防

―１１
す
る
た
め
、
低
所
得
者
の
利

用
者
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

介
護
保
険
法
施
行
時
の
利
用
者
に

対
す
る
軽
減

（平
成
Ｈ
年
度
に
利

用
し
た
か
た
）

。
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

社
会
福
祉
法
人
に
よ
る
利
用

者
負
担
額
減
免
措
置
事
業

町
民
税
が
世
帯
非
課
税

（特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
於
い
て
は
出

身
世
帯
が
町
民
税
非
課
税
世
帯
）

で
、
か
つ
当
該
世
帯
の
収
入
額
合

計
が
釦
万
円

（単
身
世
帯
の
場
合
）

（単
身
世
帯
で
な
い
場
合
は
、

４０

万
円
×
世
帯
員
数
十
４０
万
円
）
以

下
の
か
た

○
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
介
護
負

担
、
食
事
、
日
常
生
活
費
を
２
分

の
１
に
す
る
。

○
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
者
負
担
金
を
２
分
の
１
に
す
る
。

■
申
請
先

・
問
い
合
わ
せ

白
鷹

町
健
康
福
祉
課
福
祉
係

（８
８６
‐
０
‐
‐
‐
）



図書館だよリ

■平成 16年度の町内出版物の紹介
141年 l11年 ||||、 ‖「内においてもたくさんの図書が出版さオl

ました。図 :|卜 館にも取りそろえていますので、ぜひご覧ください。

鮎貝家の歴史 。大野鵠士/石笛 75号  終刊号蒲生直英 編

落穂拾い 。奥村幸雄/輝 いて しらたか三十周年記念・白鷹町

ママさんバ レーボール/季刊 「路」28号 29号 30号・安部と

も/研究紀要平成 16年度・学校研究所/史談 21号・白鷹町史

談会/白鷹想い出写真館・白鷹町 20世紀写真集編集委員会 編

/学び舎のうた～白鷹～・白鷹町内の校歌を残す会 編/夢を

見る母 路叢書・奥山龍雄/山 形県図書館研究大会記録/読書

感想文第 36回・白鷹町立図書館 編

■今月の新刊

哀歌 上下・曽野綾子/イ ラク戦争と占領・酒井啓子/オニ

ババ化する女たち・三砂ちづる/家族芝居・狭川光晴/雲はな

ぜなぜ落ちてこないのか 。佐藤文隆/古代史の基礎知識・吉村

武彦 編/人生のベス トテン・角田光代/銭売 り賽蔵・山本一

カ/草原からの使者・浅田次郎/東京タワー・江口香織/時の旅

人・長野まゆみ/ど くろ化粧・高橋義夫/泣かない女はいない・

長嶋有/脳はどこまでわかったか 。井原康夫/パニック生涯か

らの快復・シャーリー・スウィー ド/反 自殺クラブ・石田衣良/
冒険家先生の課外授業・大場満郎/46億年わたしたちの長き旅・

高間大介/岩波天皇・皇室辞典 。原武史・編・自家製がうまい・

手づくり倶楽部・編/

子ども読書の日推進事業

「紙 しばいと読み聞かせお楽 しみ会」

5月 2211(11) 1回 日  午甫110日寺30分

2回 日 午後 2時～

「丈六地蔵Jの紙 しばいと読み聞かせボランテ ィアによる

読み聞かせを図書館でお こないます。ぜひおいで ください。

第216回 おはな しの会

5月 7日 土曜日 午前 10時 より 図書館にて

学校にもすっかりなれましたか。さそい合っておいでくだ

さい。まっています。

■ 5月 の休館日5/2、 9、 15、 23、 30■

Ｏ

Ｆ

　

遂

迫

事

業

１

日

２

０

０

Ｌ

・
祈

耐

　

∝
歳

は

県

の
賀

証

・
物

給
付
　
現
牝

（お
む

つ
　

漏
拭

用

１

６

２

３

１

７

５

１

０

）

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
ガ
イ
ダ

ン
ス
開
催
の
ご
案
内

▼
同
時
　
５
月
別
Ｈ

（金
）
午
後
１

時

細
分
～
３
時

細
分

▼
場
所
　
ア
ク
テ
ィ
ー
米
沢

（米
沢

市
西
人
通
）

▼
対
象
　
バ
ー
ト
タ
イ
ム
で
働
き
た

い
か
た
や
転
職

を
希
望
す

る
か
た

（
卸
人
程
度
）

▼
参
加
料
　
無
料

▼
内
容
　
最
近
の
求
人
情
報
と

ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
の
１‐
■
な
利
用
法
、

再
就

職
に
向
け
た
心
構
え
と
プ
ラ
ン
づ
く

り
な
ど

■
中
込

・
―ｌｌｌ
い
合
わ
せ
　
れ
阻
紀
就

職
財

―ヽョ
山
形
事
務
所

（８
０
２
３
１

０

６

４

２

１

２

０

２

１

）

ま

た

は

ハ

ロ

ー

ワ

ー

ク

米

沢

（
８

０

２

３

８

１

〃

１

８

１

５

５

）

平
成

１７
年
度

置
賜
保
健
所
精
神

保
健
相
談
及
び

思
春
期

・
青
年

期

こ
こ
ろ

の
相
談

の
ご
案
内

精
神
保
健
相
談

▼
相
談
Ｈ
　
定
例
相
談
Ｈ

（予
約
制
）

①
米
沢
会
場

４
月
～
９
月
は
第
３
木
曜
Ｈ

午
後
２
時
Ю
分
～

Ю
月
～
３
月
は
第
４
水
曜
日

午
後
１
時

測
分
～

②
長
井
会
場
　
毎
月
第
１
水
曜
日

午
後
２
時
～

▼
場
所

①
置
賜
保
健
所

（米
沢
市
）

②
置
賜
総
合
支
庁
西
庁
合

（長
井
市

思
春
期

・
青
年
期
こ
こ
ろ
の
相

‐
…炎

▼
相
談
Ｈ

定
例
相

‐
ｉ炎
日

（予
約
制
）

月
１
回
第
２
水
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何か勉強したいことありませんか
～「白鷹学講座」企画委員募集～

生涯学習講座 「白鷹学講座」を一緒に企画運営してくだ

さるかたを募集いたします。昨年度は、門脇厚司講演会、

甲斐良治講演会、おすぎのシネマ トークショー、 「らくだ

の涙J映画 L映会を開催いたしました。今年も、地域づく

り、少子・高齢化、環1尭 問題、男女共同参画など、わたし

たちを取り巻くさまざまな課題のなかからテーマを見つけ

講座を開催し学習していきます。

まちづくりに興味のあるかた、勉強してみたいテーマが

あるかた、仲間と何か始めてみたいかた、ぜひおいでくだ

さい。年齢、ツj女を問いません。ご一報お待ちしています。

5月 中に第 1回の企画委員会を予定しています。詳細は

お申し込み時にお知らせします。

■申込・問い合わせ

生涯学習・スポーツ推進係 (885-6147)
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母子健康手帳の交付

お母さんとお子さんの健康を守るために、
妊婦さん全員に交付しています。
●随時交付しますが、保健師が留守の場合
がありますので事前に電話等でご連絡く
ださい。

●場所 :健康福祉センター

赤ちゃん健診

●日程 :

月  日 健  診 対 象 児

5月 11日 17kl 喘頭力月児
平成15年 8月 1日 ～
平成15年 9月 17日 生まれ

5月 18日 17kl

3カ 月児 平成17年 1月生まれ
9カ 月児 平成16年 7月 生まれ

●会場 :健康福祉センター

●内容と受付時間
1歳 6カ 月児・・・昼12時30分～ 1時 25分

(問診表郵送時に指定された時間にお出

)T,青 膚蹴』1獅吟 ～晰
9カ 月児…。午後1時～1時 20分

●持ち物 :母子健康手帳、バスタオル、間
診票、(3カ 月。9カ 月児は事前に配布、
1歳 6カ 月児は郵送)3カ 月児健診の方
は予防接種予診票

●注意 :

*乳幼児問診票と母子健康手帳の「保護者
の記録Jを必ず記入しておいでください。

*3カ 月健診と9カ 月健診は受付時間をず
らしております。待ち時間を少なくする
ためですので、ご協力ください。

*お子さんが、当日具合が悪かったり、 1
週間以内に人にうつる可能性のある病気
(みずぼうそう、ィンフルエンザ、突発

性発疹、とびひなど)にかかったりした
時は事前に電話などでご連絡ください。

ポリオ予防接種
小児マヒの予防のため接種を行っています。
●日程 : 5月 31日 (火 )

●受付時間 :午後1時～1時20分

●会場 :健康福祉センター

●対象 :

1回目を受けるかた…平成16年 10月 生まれ
2回目を受けるかた…平成16年 4月 生まれ

*対象以外のお子さんで接種を希望される

方は事前にご連絡ください。

●持ち物 :母子健康手帳、予防接種予診票

BCG(結核予防)予防接種

今年度よリツベルクリン反応検査はなく

なり、 BCGのみの個別接種となります。

対象年齢は、生後3カ 月から6カ 月に達す
るまでですが、受け方などについては赤ち

ゃん訪問時に説明いたします。

両親学級 (前期)

●日程 :5月 17日 (火 )

●対象 :平成17年 8月 ～平成17年 11月 に

出産予定の方

●会場 :健康福祉センター

●内容 :妊娠中の生活と健康管理、妊娠
中の栄養など

●時間 :午前9時45分～午後3時
●申し込みは5月 13日 (金 )まで、お電話
でお願いします。

日本語の通訳が必要なかたヘ

母子健康手帳交付時、両親学級や赤ち
ゃん健診などで通訳をお願いすることが
できます。必要なかたは事前にご連絡く
ださい。

健康相談

●保健師、栄養士が随時相談をお受けし
ています。

●内容 :赤 ちゃんからお年寄りまで、体
や心の健康に関すること全般

総合検診

(結核。
1市がん・基本・胃がん。大腸がん。

前立腺がん。月干炎ウイルス検診)

検  診 対  象 金  額

結核検診 65歳以上 無料

肺がん検診 40～64歳 600円
基本検診 19～ 29歳 5,000円

基本検診 30～39歳 3,000円

基本検診 40～69歳 2,300円

基本検診 70歳以上 1,000円

胃がん検診 40～69歳 1,600円

胃がん検診 70歳以上 1,000円

大腸がん検診 全 員 700円

前立腺がん検診 40～69歳 2,300「

前立腺がん検診 70歳以上 1,000円

肝炎ウィルス検診 全 員 1,000円

●対象者

結核検診…

昭和15年 4月 1日 以前に生まれたかた

肺がん検診…

昭和15年 4月 2日 から昭和41年 4月 1

日までに生まれたかた

基本健診…

昭和62年 4月 1日 以前に生まれたかた

胃がん。大腸がん。前立腺がん検診…

昭和41年 4月 1日 以前に生まれたかた

肝炎ウイルス検診…

今年度中に40、 45、 50、 55、 60、 65、

70歳 になられるかた

ご存知ですか ?「結核予防法」

4月 、結核予防法が半世紀ぶりに改正
されました。このことを受けて結核検診
が大きく変わります。

①これまでの結核検診は患者発見率が低い
ため、今後は65歳以上のかたに限り実施
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月  日 場 所 対象町内

5月 6日0 蚕桑地区公民館 蚕桑 1～ 7

●受付時間

結核・肺がん.基本・胃がん。大腸
がん。前立腺がん・肝炎ウィルス

午前7時30分～9時30分

結核・肺がん・基本・大腸がん・

前立腺がん・肝炎ウィルス
午後1時∞分～2時

●料金

②肺がんにかかるかたが増えていることか
ら喫煙指数 (1日 の喫煙本数×喫煙年数)

の高いかたの肺がん検診を充実させる
というように変わりました。

皆さんのご理解とご協力をお願いします。

愛のかたち・献血にご協力ください

成分献血

月  日 時  間 場 所
5月 17日 (火 ) 9:30～15:00 中央公民館

暴昌蔭落菫種警警華肩薦[警
まへ内閣総理大臣名の書状を
贈呈 します

先の大戦において、外地等 (事変地の区
域または戦地の区域)に派遣され、戦時衛
生勤務に服された旧日本赤十字社救護看護
婦及び旧陸海軍従軍看護婦のかた (慰労給
付金受給者を除く)に対して、そのご労苦
に報いるため内閣総理大臣名の書状を贈呈
しています。

請求期限が2年間延長され、平成19年 3

月31日 までとなりました。
ご本人またはご家族などからのご連絡を

お待ちしています。

<請求用紙>
健康福祉課の窓口に用意してあります。

<問 い合わせ>
〒100-8926

東京都千代田区霞が関2-1-2
中央合同庁舎2号館8階

総務省大臣官房管理室 業務担当
TEL 03-5253-5182(直 通)

FAX 03-5253-5190

「結婚相談室」の開設
結婚などで相談したいかたは、お気

軽においでください。

▼いつ 5月 10日 (火)午後3時～夜7時

▼どこで 老人福祉センター

(荒砥地区公民館東側)

▼相談料 無料
*事前に電話などで連絡があれば、相

談時間などを調整します。また、プ

ライバシーは守ります。

■問い合わせ 産業振興課商工振興係 (8
85-6136)

生活相談所の相談日
4月 27日 17kl一般オロ談

5月 11日 lXl弁護士相談並びに一般相談

5月 18日 lXl行政特設相談

会場 :老 人福祉センター

時間 :午前10時から午後3時 まで

弁護士 :安部 敏さん
*弁護士相談は要予約、午後 1時45分

から3時 15分まで。相談は無料です。
■問い合わせ 自鷹町社会福祉協議会
(886-0150)


